
※ 旭志公民館図書室では、毎年読書感想画とブック
レター（感想文）のコンクールを開催しています。

第５回読書感想画・ブックレターコンクール作品募集！

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
菊池渓谷で涼んだ後は、図書館

（室）まで足をのばしてみませ
んか？　　　　　　　　ごぼう

耳より情報

泗水図書館
　異国合戦　蒙古襲来異聞 
　女のいない男たち
　葭の渚 - 石牟礼道子自伝 -
　本屋さんのダイアナ
　辞書になった男 
　夫婦の段捨離
　『赤毛のアン』と花子
　ハリエットの道
中央公民館図書室  
　くらしのリメイク小物
　浜内千波の１分こねパン
　耳鳴り・難聴を治す本
　名探偵の証明
　ようこそ授賞式の夕べに
　なんちゃってヒーロー
　ポコポコドーナツ
七城公民館図書室  
　蔦屋
　人生相談。
　モンモンくまモン絵本
　イカになあれ
旭志公民館図書室  
　満願 
　嫌われる勇気
　コロボックル絵物語
　ノラネコぐんだんきしゃぽっぽ
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　旭志公民館図書室では、今年も読書感想画・ブックレタ
ーコンクールの作品を募集します。入賞者は菊池市旭志文
化祭で表彰します。詳しくは旭志公民館図書室までお問い
合わせください。皆さんからの応募をお待ちしています。
募集期間　７月22日㈫～９月30日㈫
対　象　保育園・幼稚園児、小・中学生
応募規定
①感想画……画用紙、大きさ自由
②ブックレター（感想文）……原稿用紙１枚程度
問い合わせ・申込先　旭志公民館図書室

第４回ブックレター小学生低学年の部

旭志小２年
田

た

中
な か

　麗
うらら

さん
「メガネをかけたら」 くすのきしげのり　作
　このはなしのおんなのこは、はじめてめがねをか
けて、がっこうへいくと、おともだちがあつまって
きます。わたしがかみのけをみじかくきったとき、
みんながどんなふうにはなしかけてくるかドキドキ
しながらあさでかけたことをおもいだしました。わ
たしは、おとうさんやおかあさん、そしてがっこう
のせんせい、みんなからまもられているのだとわか
りました。はずかしいけど、べんきょうでわからな
いところがあったりこまったことがあったらたすけ
てといいたいです。

金賞

金賞を取ることができて
うれしかったです。これ
からもますます本を読み
たいと思いました。

読書感想画は旭志公民館に展示します♪
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